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要旨

本研究では、2020～2025年の 36都市における住宅取引データを用いてヘドニ
ック価格モデルを推定し、立地、周辺施設、築年数が住宅価格に与える影響を分
析した。鉄道アクセスが 1標準偏差向上すると、単価は約 6.8%上昇することが示
された。

1 はじめに

住宅価格の空間的な差異は、都市経済学の中心的な課題の一つである。先行研究
の多くはヘドニック・アプローチを用いており[1]、取引事例比較法における補正係数
を論じた研究もある[2]。

2 モデル

住宅 𝑖の価格を 𝑃𝑖、その属性ベクトルを x𝑖とし、次の片対数モデルを用いる。

ln𝑃𝑖 = 𝛽0 +
𝐾

∑
𝑘=1

𝛽𝑘𝑥𝑖𝑘 + 𝜀𝑖 (1)

式 (1)において、𝛽𝑘は属性 𝑘の限界効果を表す。
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3 推定結果

表 1 ヘドニック価格モデルの推定結果

変数 係数 標準誤差 有意性

鉄道アクセス 0.068 0.009 ***

学区の質 0.052 0.011 ***

築年数（年） −0.007 0.002 **

容積率 −0.015 0.006 *
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